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小 野 一 一 郎 研 究
－ 「 小 野 一 一 郎 著 作 集 ③ 」 よ り －

「 日 本 の 移 民 問 題 （ １ ）」

本 山 ゼ ミ ナ ー ル

報 告 者 ・ 鈴 木 啓 史

「 世 界 経 済 論 」 担 当 者 の 変 遷 （『 京 都 大 学 百 年 史 』（ １ ９ ９ ７ 年 ） よ り ）

「 世 界 経 済 論 」 の 前 身

・ 京 都 帝 国 大 学 法 科 大 学 時 代 に 「 商 業 経 済 学 」 の 一 部 と し て 講 義 さ れ て い た 外 国 貿 易 論

「 外 国 貿 易 論 」 が 科 目 と な っ た の は 経 済 学 部 の 創 設 時 か ら で あ っ た 。

当 初 の 講 義 担 当 者 は 戸 田 海 市

『 商 業 経 済 論 』（ 1924 年 ） 第 ２ 編 第 １ 章 に 収 め ら れ て い る 外 国 貿 易 論

↓

古 典 派 貿 易 論 に 立 脚 し つ つ 、 近 代 的 な 要 素 価 格 論 を 独 自 の 形 で 包 摂 し た も の

・ 大 正 11 （ 1922 ） 年 に な っ て 、「 外 国 貿 易 論 」 は 「 国 際 経 済 論 」 と 改 称 さ れ る

最 初 の 担 当 者 は 作 田 荘 一

大 正 ９ 年 『 世 界 経 済 学 』（ 1933 年 ）

「 国 家 の 本 質 を 追 究 し つ つ 、「 国 際 経 済 」 と 「 万 民 経 済 」 と を 包 摂 す る 世 界 経 済 学 の

確 立 を 目 指 す も の で あ っ た 」

↑

以 降 、 本 学 部 で は 、 国 際 経 済 論 と 内 容 的 に は 区 別 さ れ た 世 界 経 済 論 が 今 日 ま で 講 じ ら れ
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都帝国大学法科大学の「商業

経済論」を始祖としているこ

とに起因する。
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る こ と に な っ た 。

作 田 の 後 は 、 柴 田 敬 、 松 岡 孝 児 が 引 き 継 い だ 。

「 特 に 松 岡 は 、 国 際 金 融 論 の 中 に 後 進 国 問 題 を 位 置 付 け 、 国 際 金 融 シ ス テ ム に 見 ら れ

る 金 融 の 支 配 ・ 従 属 関 係 を 摘 出 し た 」

↓

『 金 為 替 本 位 制 の 研 究 』（ 1936 年 ）

・「 国 際 経 済 論 」 に 代 わ っ て 正 式 に 「 世 界 経 済 論 」 が 開 講 さ れ 始 め た の は 、 戦 後 の 昭 和 23

（ 1948 ） 年

↓

松 井 清 が 担 当 し た 。

前 身 の 講 座 を 継 い で 世 界 経 済 論 講 座 と 改 称 さ れ た の は 、 昭 和 38 年

・ 松 井 清

・「 伝 統 的 な 古 典 派 貿 易 論 と 近 代 貿 易 論 の 批 判 的 な 検 討 を 通 じ て 、 日 本 で 初 め て マ

ル ク ス 主 義 的 な 体 系 的 世 界 経 済 学 を 構 築 」

↑

同 分 野 に お け る 指 導 的 役 割 を 果 た し た 。

『 世 界 経 済 論 体 系 』（ 1963 年 ）、『 低 開 発 国 経 済 論 』（ 1967 年 ） が 代 表 作

・ 松 井 を 継 い だ の は 小 野 一 一 郎

小 野 一 一 郎

・ 貿 易 論 と 国 際 金 融 論 と の 結 合 に 腐 心 し 、 世 界 経 済 学 に 綿 密 な 歴 史 分 析 を 取 り 入 れ た 。

「 幕 末 開 港 期 の 「 東 亜 に お け る メ キ シ コ ド ル を め ぐ る 角 逐 と そ の 本 質 」 を 追 究 し た 研

究 は 、 世 界 経 済 シ ス テ ム に 包 摂 さ れ な が ら 変 化 す る 日 本 経 済 の 金 融 的 体 質 を 初 め て

浮 き 彫 り に し た 業 績 と し て 、 国 際 金 融 史 の 分 野 に 大 き な 影 響 を 与 え た 」

・「 ま た 、 小 野 は 、 日 本 に お け る 金 本 位 制 の 成 立 と 当 時 の 国 際 金 融 体 制 と の 関 連 を 考 察

し 、 注 目 さ れ た 」

・ 次 い で 「 世 界 経 済 論 」 を 担 当 し た 本 山 美 彦

本 山 美 彦

・「 各 国 民 経 済 間 で 作 用 す る 力 学 を 重 視 す る 国 際 経 済 学 と は 峻 別 す る 形 で 、 世 界 シ ス テ

ム を 基 軸 に 置 く 世 界 経 済 学 の 理 論 ・ 歴 史 ・ 現 状 分 析 を 一 層 発 展 さ せ よ う と し て き た 」

・ 代 表 作 は 『 貨 幣 と 世 界 シ ス テ ム 』（ 1986 年 ）、『 豊 か な 国 、 貧 し い 国 』（ 1991 年 ）

↓

従 属 地 域 か ら 見 た 国 際 金 融 史 を 通 し て 世 界 シ ス テ ム の 展 開 を 扱 っ た も の で あ る 。

・ 平 成 ５ （ 1993） 年 に は 、 岩 本 武 和 が 着 任

↓

国 際 金 融 に 重 点 を 置 い た 研 究 を 進 め て い る 。

『 世 界 経 済 論 各 論 』 → 現 在 → 『 国 際 経 済 政 策 』

↑

「 世 界 経 済 論 」 は 京 大 か ら 消 え る の か ？

World Economy ＶＳ International Economy
歴史は不均衡で複線的 歴史は単線



- 3 -

研 究 目 的

本 年 、 は 日 本 海 海 戦 か ら １ ０ ０ 年 、 太 平 洋 戦 争 の 敗 戦 か ら ６ ０ 年 に あ た る 。 す で に 、 我

々 が 敗 戦 を 見 る 年 齢 （ ６ ０ 年 ） よ り も 敗 戦 か ら 、 す な わ ち 日 本 帝 国 海 軍 の 滅 亡 か ら 日 本 海

海 戦 の 勝 利 を 見 る 年 齢 （ ４ ０ 年 ） よ り も ２ ０ 年 も 長 く な っ て し ま っ た の で あ る 。 し か し 、

こ の 時 期 に 改 め て 、 我 が 国 の １ ０ ０ 年 を 振 り 返 る 必 要 が あ る 。 そ の た め に も 小 野 一 一 郎 研

究 は 必 要 で あ る 。 ま た 、 小 野 一 一 郎 が わ れ わ れ 本 山 ゼ ミ ナ ー ル 「 世 界 経 済 論 」 の 孫 弟 子 に

あ た る こ と か ら 、 ぜ ひ と も 避 け て 通 る こ と が で き な い 研 究 と い え る 。

今 回 は こ の こ と を ふ ま え て 小 野 一 一 郎 著 作 集 第 三 巻 『 資 本 輸 出 ・ 開 発 と 移 民 問 題 』「 日

本 の 移 民 問 題 （ １ ） － 日 本 移 民 の 展 開 過 程 － そ の 特 質 と 変 化 」 の 研 究 が 必 要 で あ る 。 ま た 、

今 回 は 割 愛 し た が 「 日 本 帝 国 主 義 と 移 民 論 － 日 露 戦 後 の 移 民 論 － 」 の 研 究 も 必 要 で あ る と

思 わ れ る 。

『 小 野 一 一 郎 著 作 集 ① ～ ③ 』（ ミ ネ ル バ 書 房 ）

「 ま え が き 」（ 本 山 美 彦 ） 要 約

第 一 巻 よ り
一 九 九 六 年 一 二 月 に 急 逝 さ れ た 故 小 野 一 一 郎 先 生 の 著 作 集

第 一 巻 『 近 代 日 本 幣 制 と 東 ア ジ ア 銀 貨 圈 』

第 二 巻 『 日 本 資 本 主 義 と 貿 易 問 題 』

第 三 巻 『 資 本 輸 出 ・ 開 発 と 移 民 問 題 』

・ 第 一 巻 は 、 生 前 の 小 野 先 生 が 生 前 に ご 自 身 で 作 成 さ れ て い た 編 集 プ ラ ン に 沿 う も の

・ 日 本 の 他 の 多 く の 社 会 現 象 と 同 じ く 、 日 本 の 貨 幣 制 度 の 変 革 は つ ね に 外 か ら や っ

て き た 。

・ 遅 れ て 世 界 市 場 に 参 入 し た 日 本 は 、 す で に 確 立 し て い た ア ン グ ロ サ ク ソ ン の 国 際

通 貨 環 境 が 押 し つ け る 論 理 に 自 ら を 適 合 さ せ な け れ ば な ら な か っ た 。

・ 日 本 が 生 糸 貿 易 を 挺 子 に 近 代 化 に 乗 り 出 し た と き 、 ま ず 直 面 し た の が 、 貿 易 に 使

用 す る 通 貨 を 安 定 的 に 支 配 す る こ と が で き な か っ た と い う 事 情 で あ っ た 。

・ 通 貨 情 勢 は メ キ シ コ ド ル に よ っ て 支 配 さ れ て い た 。

・ 金 属 鋳 貨 で あ る メ キ シ コ ド ル と い え ど も 、 政 治 ・ 経 済 状 況 に 対 し て 、 け っ し て 中

立 的 な も の で は な い 。

・ メ キ シ コ ド ル を 縦 横 に 駆 使 で き る 外 国 の 商 社 、 銀 行 の 思 惑 に 日 本 は 振 り 回 さ れ 続

け た 。

・ 日 本 は 、 懸 命 に な っ て 自 国 が 支 配 で き る 貿 易 銀 貨 を 流 通 さ せ よ う と し た が 、 そ の

努 力 は 水 泡 に 帰 し 、 結 局 は 、 目 の 前 の 国 際 通 貨 秩 序 に 合 わ せ て 、 自 ら を 変 革 し な

け れ ば な ら な か っ た 。

・ 金 本 位 制 採 用 に し て も 、 そ れ は け っ し て 、 日 本 が 自 力 で 確 立 し て き た も の で は な

か っ た 。 つ ね に 、 ア ン グ ロ サ ク ソ ン 的 世 界 組 織 の 側 迫 を 受 け て 、 絶 え ざ る 自 己 変

革 の 軌 跡 を 日 本 は 示 さ ざ る を え な か っ た 。

「 小 野 先 生 の 叙 述 の 特 徴 は 、 歴 史 に 生 き た 人 物 を 生 き 生 き と 描 き 分 け る 点 に あ る 。 あ る 政

策 が 採 用 さ れ る 歴 史 の 、 結 節 点 に 配 置 さ れ た 人 物 の 選 択 を 説 明 す る 小 野 流 叙 述 は 、 堅 い 経

済 史 と い う よ り は 、 流 麗 に し て 雄 大 な 歴 史 小 説 を 読 む よ う な 雰 囲 気 で あ る 」

第 二 巻 よ り
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・ 小 野 一 一 郎 京 都 大 学 名 誉 教 授 の 研 究 は 、 貨 幣 ・ 資 本 移 動 、 外 国 貿 易 、 労 働 力 移 民

と い っ た 国 際 経 済 学 の 基 本 三 分 野 を 網 羅 す る も の で あ っ た 。

「 生 前 の 小 野 先 生 は 、『 近 代 日 本 幣 制 の 展 開 と 束 ア ジ ア 銀 貨 圏 － 円 と メ キ シ コ ド ル 』

と 『 日 本 資 本 主 義 と 貿 易 問 題 』 と い う 二 冊 の 著 書 の 編 集 を 試 み て お ら れ た 。 さ ら に

先 生 は 、 ご 自 身 の 業 績 を 研 究 分 野 別 に 分 類 ・ 整 理 し た 「 著 作 目 録 」 も 作 成 し て お ら

れ た 。 そ の 目 録 に は 、 先 生 の 自 己 評 価 が 付 さ れ て い た 」

・ 小 野 一 一 郎 先 生 の 書 誌 学 に 開 す る 知 識 の 豊 富 さ に 、人 は 驚 嘆 さ せ ら れ た も の で あ る 。

・ 中 で も 、 日 本 の 植 民 地 政 策 に 関 す る 文 献 、 お よ び 、 植 民 政 策 の 策 定 に 携 わ っ た 人 物

像 に つ い て は 非 常 に 詳 し か っ た 。

・ 先 生 は 、 光 の あ た る 華 や か な 道 を 歩 い た 大 物 の 側 で 、 そ れ を 支 え て い た 無 名 の 人 物

を 発 掘 す る こ と に 無 常 の 喜 び を 見 出 さ れ て い た

・ 先 生 の 経 済 学 に は 経 済 学 者 と し て は 珍 し く 、 歴 史 小 説 家 の ご と く 、 そ の 時 代 の 登 場

人 物 の じ つ に 生 き 生 き と し た 叙 述 が 敬 り ば め ら れ て い た 。

「 先 生 が 語 ら れ る 人 物 像 の あ ま り の 面 白 さ に 、 私 た ち は 時 間 を 忘 れ て 引 き 込 ま れ て い

た 。 先 生 の そ う し た お 話 を 研 究 会 の 後 に お 聞 き す る こ と が 私 た ち の 本 当 の 楽 し み で あ

っ た 。 た だ し 、 長 話 を し す ぎ て 、 百 万 遍 の 喫 茶 店 の 店 主 の あ き れ 顔 に 気 付 い て 申 し 訳

な い 思 い も 幾 た び か し た 」

・ 先 生 の 書 誌 学 の 深 さ に 触 発 さ れ て 、 せ っ せ と 古 書 店 に 通 う 習 慣 を 身 に 付 け た の も 小 野

先 生 の 門 下 生 の 共 通 体 験 で あ る 。

・ 貿 易 と 植 民 地 問 題 を 扱 っ た こ の 第 二 巻 で 、 先 生 の 経 済 学 の 上 記 の 特 長 を 味 読 し て い た

だ き た い 。

・ な お 本 巻 末 尾 の 沖 縄 に お け る ド ル 切 替 え 問 題 は 、 沖 縄 の 問 題 を 経 済 学 、 貨 幣 論 の 分 野

か ら 検 討 し た も の で 、 日 本 の み な ら ず 、 世 界 的 に 見 て も 貴 重 な 貢 献 で あ る と 思 わ れ る 。

第 三 巻 よ り
・ 優 れ た 研 究 と い う も の は 、 す べ て そ う い う も の で あ ろ う が 、 小 野 一 一 郎 先 生 の ご 研 究

も 、 先 生 ご 自 身 の 強 烈 な 体 験 を 基 礎 に し て い る 。

・ 研 究 会 後 、 百 万 遍 の 喫 茶 店 で 懐 か し そ う に 私 た ち に 語 っ て 下 さ っ た 先 生 の ご 経 験 が 、

先 生 の 諸 論 攷 を 生 み 出 し て い る 経 緯 を 聴 い て 、 私 た ち は 胸 を 躍 ら せ た も の で あ る 。

・ 先 生 は 、 京 都 大 学 経 済 学 部 学 生 の ま ま 、 学 徒 動 員 で 中 国 大 陸 の 戦 地 に 投 入 さ せ ら れ 、

部 隊 が 乗 っ て い た 輸 送 船 が 米 軍 の 魚 雷 を 受 け て 撃 沈 さ れ 、 米 軍 に 救 出 さ れ る 経 験 を さ れ

た 。

・「 こ れ で 我 が 人 生 の 終 わ り か 」 と 覚 悟 さ れ た と き に 東 シ ナ 海 の 夕 陽 が じ つ に 美 し か っ

た と 先 生 は 語 ら れ た 。 そ の 際 の 米 国 人 の 明 る さ に 先 生 は 感 銘 を 受 け ら れ た と い う 。

・ 終 戦 を 迎 え た 部 隊 が 現 地 で 解 散 し 、 敗 戦 の 大 混 乱 の さ 中 、 先 生 は 事 情 の 分 か ら な い 中

国 大 陸 に 放 り 出 さ れ て し ま っ た 。そ れ こ そ 日 本 兵 に 向 け ら れ た 現 地 の 憎 悪 の 中 、先 生 は 、

中 国 大 陸 の 各 地 で 行 商 を し て 生 き 延 び ら れ た 。

そ の と き に 体 験 し た 八 路 車 の 規 律 あ る 行 動 の さ わ や か さ 、 そ の 溢 れ る 人 間 愛 に 、 先 生 は

万 感 の 思 い で 感 謝 の 念 を い つ も 表 明 さ れ て い た 。 こ の と き の 強 烈 な ご 自 身 の 体 験 が 、

先 生 の 学 問 を 形 成 し た こ と は ま ず 間 違 い な い 。

・ 貨 幣 制 度 を 扱 っ た 第 一 巻

「 経 済 混 乱 が 生 み 出 す 通 貨 混 乱 の 悲 惨 さ を い や と い う ほ ど ご 経 験 さ れ た 大 陸 に お け る

先 生 ご 自 身 の 行 商 に よ る 彷 徨 の 思 い 出 か ら 生 み 出 さ れ た 作 品 群 で あ る 」
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先 生 の 京 都 大 学 退 官 記 念 講 義 は 、「 単 一 円 レ ー ト 決 定 の 顛 末 」（ 一 九 八 九 年 ） で あ っ た 。

・ 第 二 巻 は

「 日 本 の 軍 事 的 体 質 を 生 み 出 し た 日 本 の 置 か れ て い た 外 的 状 況 を 説 明 し た 名 和 三 環 節

論 の 正 し さ を 中 国 大 陸 で 骨 身 に し み て 感 じ ら れ た 先 生 が 、 そ れ を 実 証 さ れ よ う と し た

も の で あ る 」

・ さ ら に 、 戦 後 の 円 問 題 を 再 確 認 す る 意 味 も あ っ て 沖 縄 で の ド ル 切 替 え 問 題 が 論 じ ら れ

た 。

・ 第 三 巻 は

「 資 本 輸 出 、 開 発 、 移 民 、 に 開 す る も の で あ る が 、 こ れ も 先 生 の 終 戦 の 大 混 乱 期 の 中 国

で 先 生 が 直 面 し た 問 題 を 確 認 す る も の で あ っ た 」

・ 大 陸 に 遺 棄 さ れ た 日 本 の 移 民 の ホ ー ム グ ラ ン ド 喪 失 態 に 、 先 生 は 強 烈 な 印 象 を 受 け ら

れ た と い う 。 国 際 経 済 学 が 当 時 は な い が し ろ に し て い た 移 民 問 題 を 先 生 は 非 常 な る 情

熱 を 込 め て 研 究 さ れ た 。

・ 先 生 の ご 研 究 は 、 文 献 に 通 暁 さ れ て い な が ら 、 い わ ゆ る 文 献 学 に は 終 わ っ て い な い 。

・ 先 生 の 業 績 は 、 つ ね に 、 人 間 の 生 の 息 吹 を 伝 え る も の で あ っ た 。

・ 青 春 の 辛 い ご 体 験 が そ う し た 学 風 を 生 み 出 し た の で あ ろ う と 私 は 確 信 し て い る 。

日 本 の 移 民 問 題 （ １ ）

－ 日 本 移 民 の 展 開 過 程 ― そ の 特 質 と 変 化 －
（ 初 出 『 ブ ラ ジ ル 移 民 実 態 調 査 報 告 附 日 本 移 民 問 題 』 有 斐 閣 、 一 九 五 五 年 九 月 ）

第 一 節 移 民 問 題 の 動 向 と そ の 本 質

・ 国 際 移 民 の 流 れ は 第 一 次 大 戦 を 転 期 と し て 一 つ の 新 し い 段 階 に 入 っ た 。

↓

レ ー ニ ン は こ の こ と を 、一 九 二 一 年 コ ミ ン テ ル ン 第 三 回 世 界 大 会 に お い て 指 摘 し て い る 。

・ し か し 国 際 的 な 移 民 の 縮 小 化 の 萌 芽 は す で に 一 九 世 紀 末 か ら 二 〇 世 紀 の 初 頭 の 間 、 す な

わ ち 帝 国 主 義 段 階 の 成 立 期 に は じ ま っ て い る 。

↓

一 九 世 紀 末 （ 一 八 八 ○ 年 代 ） よ り 第 一 次 世 界 大 戦 の 起 っ た 一 九 一 四 年 。

↑

カ ナ ダ 、 ア メ リ カ 、 オ ー ス ト ラ リ ア そ し て 南 ア が 相 つ い で 中 国 人 、 日 本 人 、

イ ン ド 人 に 対 し 、 そ の 移 民 を 禁 止 あ る い は 制 限 し た 。

・ 黄 色 移 民 制 限 禁 止 に は じ ま る 移 民 制 限 の 歴 史 は 第 一 次 大 戦 後 い っ そ う 強 化 さ れ 、 た ん に

黄 色 移 民 の み で な く ヨ ー ロ ッ パ 移 民 （ と く に 東 欧 ・ 南 欧 移 民 に つ い て ） も ま た 最 大 の 移

民 吸 収 地 た る 新 大 陸 か ら し だ い に 遠 ざ け ら れ ね ば な ら な か っ た 。

・ こ の よ う な 移 民 制 限 と 減 少 の 論 理 は 何 で あ っ た か 。

二 つ の 点 に 要 約 で き る 。

第 一

・ そ れ は 一 九 世 紀 後 半 な お 上 昇 を 辿 っ た 資 本 主 義 が 独 占 ・ 帝 国 主 義 段 階 に 突 入 し 、 す で

に 停 滞 と 衰 退 を 示 し は じ め 恐 慌 は 全 世 界 を 包 括 す る 世 界 恐 慌 と し て 現 わ れ る に い た る と

と も に 、 慢 性 的 な 不 況 が 全 資 本 主 義 体 制 の 上 に 蔽 い か ぶ さ り 、 そ の 結 果 巨 大 な 移 民 吸 収

力 を 示 す 地 域 が 消 滅 し た こ と に 原 因 す る 。
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第 二

・ 移 民 の 流 人 は 流 入 国 の 労 働 市 場 を い っ そ う 圧 迫 し 、 労 働 者 間 の 競 争 は 尨 大 な 失 業 者 群

の 恒 常 的 存 在 を 余 俵 な く さ れ て い る こ の 役 階 に お い て 賃 銀 水 準 を 押 し 下 げ 、 そ こ か ら 生

ず る 自 国 労 働 者 の 反 感 と 反 抗 は 、 帝 国 主 義 役 階 に お い て い っ そ う は げ し く な っ た 階 級 闘

争 を 、 よ り 激 化 す る も の と し て 現 わ れ る に い た っ た 。

↓

・ こ う し て 従 来 移 民 の 流 人 に そ の 利 益 （ 労 賃 低 下 と 地 価 騰 貴 の 利 益 ） を 感 じ た 流 入 国 支

配 層 も 、 そ れ ら 階 級 意 識 の 覚 醒 を 欺 瞞 し 、 鎮 圧 す る 手 役 と し て 国 家 民 族 意 識 を 強 調 す る

こ と を 余 儀 な く さ れ る 。

こ の 統 一 的 民 族 国 家 意 識 の 成 立 を さ ま た げ る 異 人 種 （ 特 に 黄 色 人 種 ） の 移 民 を ま ず 制 限

禁 止 す る こ と に な っ た の で あ る 。

・ な ぜ な ら 共 通 な 種 族 （ 白 人 ） 意 識 の 存 在 と 強 調 こ そ 、 統 一 民 族 国 家 意 識 成 立 の 最 初 の

か つ 最 大 の フ ァ ク タ ー で あ り 、 階 級 支 配 欺 瞞 の 最 大 の ヴ ェ ー ル 。

・ ア メ リ カ お よ び イ ギ リ ス 帝 国 主 義 の 安 定 的 な 支 配 の 維 持 に 必 要 な 手 段 だ っ た 。

・ し か し 移 民 吸 収 力 が 弱 体 化 し 移 民 が 制 限 さ れ 、 移 民 が 減 少 す れ ば す る ほ ど 移 民 問 題 は

資 本 に と っ て 事 態 が 非 常 に 切 迫 す る 問 題 と な っ た 。

・ 厖 大 な 慢 性 失 業 ・ 半 失 業 ＝ 過 剰 人 口 の 存 在 は 、 迫 り く る 恐 慌 と 体 制 の 危 機 に 関 連 し て

資 本 主 義 国 の 異 常 な 関 心 を 呼 び 起 こ し た 。

・ 第 一 次 大 戦 後 一 九 一 九 年 、 Ｉ Ｌ Ｏ （ 国 際 労 働 機 構 ） の 創 設 と と も に 、 移 民 委 員 会 が 設

け ら れ る こ と に な っ た こ と も 資 本 の 危 機 の 現 れ 。

・ 戦 後 に お け る 移 民 問 題 が ま ず ヨ ー ロ ッ パ の 過 剰 人 口 に 関 連 し て 取 上 げ ら れ る に 至 っ

た の は 、 ア メ リ カ に と っ て の ヨ ー ロ ッ パ の も つ 政 治 経 済 的 な ら び に 戦 略 的 地 位 の 重 要

性 に も と づ く 。

・ 同 時 に そ の こ と は ア メ リ カ を 支 柱 と す る 西 欧 帝 国 主 義 諸 国 の 世 界 支 配 体 制 の 危 機 を 反

映 し た も の で あ る 。

・ 以 上 の こ と は ま た 日 本 を も 決 し て 例 外 と す る も の で は な か っ た 。

・ 敗 戦 以 来 影 を ひ そ め て い た 移 民 問 題 は 、 講 和 条 約 の 発 効 に よ る 国 際 経 済 へ の 復 帰 と と

も に 、 ふ た た び 頭 を も た げ は じ め 、 一 九 五 三 年 来 加 速 度 的 に そ の 対 策 が 急 が れ る に い

た っ た 。

↓

・ そ れ は ア メ リ カ に 従 属 す る 日 本 資 本 主 義 の 諸 矛 盾 の 進 行 に よ っ て 生 み 出 さ れ た 農 村 に

お け る 潜 在 的 過 剰 人 口 の 集 積 と 、 都 市 に お け る 慢 性 的 過 剰 人 目 の 集 積 す な わ ち 失 業 問

題 の 急 迫 化 と そ の 時 を 同 じ く す る も の で あ っ た 。

↓

そ し て 一 九 五 二 年 来 五 〇 〇 〇 名 （ 呼 び よ せ 移 民 を 入 れ る と ほ ぼ 一 万 名 ） に 上 る 移 民 が 、

現 在 わ が 国 に わ ず か な 移 民 の 窓 を 開 い て い る 中 南 米 と く に ブ ラ ジ ル に 送 り 出 さ れ た

・ し か し こ の 三 ヵ 年 の 移 民 総 数 は 、 戦 前 （ 昭 和 七 － 九 年 ） 旧 植 民 地 を 除 く 、 移 民 渡 航 者

年 間 平 均 数 の 三 分 の 一 に も 連 し て い な い 。

移 民 吸 収 力 減 退 の 論 理 は 、 こ こ に も 明 確 な 例 証 を わ れ わ れ に あ た え て い る 。
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移 民 の 安 全 弁 は い っ そ う 閉 ざ れ て い る ！

・ し か し ヨ ー ロ ッ パ に お け る 移 民 問 題 の 拾 頭 が 第 二 次 大 戦 後 一 つ の 質 的 な 変 化 を と げ た の

と 同 じ よ う に 、 日 本 に お け る 移 民 問 題 も ま た 一 つ の 転 化 を と げ て い る 。

↓

そ れ は 現 在 の 移 民 政 策 が 実 に ア メ リ カ 帝 国 主 義 の 世 界 支 配 体 制 の 一 翼 と し て 打 ち 出 さ れ

て い る と い う 点 で あ る 。

第 二 節 日 本 移 民 の 展 開 過 程 － ― そ の 特 質 と 変 化

・ わ が 国 に お け る 本 格 的 な 移 民 の 開 始

↓

・ 明 治 一 四 年 （ 一 八 八 一 年 ） か ら の 松 方 デ フ レ 政 策 に よ っ て 、 物 価 が 下 落 し 、 産 業 が 沈

滞 し 、 一 方 、 地 主 的 土 地 所 有 が 自 由 民 権 運 動 の 退 潮 の 中 に 確 立 し 、 農 民 の 貧 困 と 「 下

級 労 役 者 の 貧 困 が 問 題 視 さ れ る に い た っ た 明 治 一 八 年 、 政 府 に よ る ハ ワ イ 契 約 移 民 の

送 出 に は じ ま る と い っ て 過 言 で は な い 。

・ し か し こ の 時 期 に は い ま 一 つ の 主 要 な 移 民 の 流 れ が あ っ た 。

↓

そ れ は 朝 鮮 へ の 渡 航 で あ る 。

・ そ の 後 日 本 移 民 形 態 を 特 徴 づ け る 二 つ の 方 向 へ の 移 民 の 流 れ は 、

・ す で に こ の 産 業 資 本 の 成 立 期 に お い て 、 そ の 萌 芽 的 な 原 型 を 現 わ し て い た

↓

日 清 戦 争 後 移 民 保 護 法 の 制 定 （ 明 治 二 九 年 （ 一 八 九 六 年 ）

（ 移 民 を 保 護 す る の で は な く た ん に 移 民 会 社 を 取 締 る 法 律 。 こ の 法 律 は そ の 後 根 本 的 に は な ん ら の 改 善 も な く 二 、 三 の 改 正 を 経 て 現 在 な お も 存 続 ）

治 安 維 持 法 の 制 定 （ 明 治 三 三 年 （ 一 九 〇 〇 年 ））

↑

・ 移 民 は 日 新 戦 争 前 に 比 べ 数 倍 に 上 る 跳 躍 を 示 す 。

・ こ の 時 期 に お け る 移 民 の 流 れ は 、 明 治 四 〇 年 日 米 紳 士 協 定 ・ 日 加 協 定 に よ り

移 民 が 制 限 さ れ る ま で の 間 、 ハ ワ イ 移 民 の 延 長 線 上 に あ っ た 。

・ 日 露 戦 争 当 時 （ 明 治 三 七 年 ） 西 川 光 次 郎 が 『 週 間 平 民 新 聞 』 四 四 号 に お い て 、 移 民 は 結

局 労 働 者 の 搾 取 を 、 一 国 の 資 本 家 の 手 か ら 他 国 資 本 家 に う つ す に す ぎ ず 、 決 し て 貧 困

の 解 決 策 に な ら な い と 移 民 に 反 対 し て い る こ と は 特 筆 す べ き 。

・ 第 一 次 大 戦 後 大 正 七 年 （ 一 九 一 八 年 ） の 米 騒 動 、 九 年 の 反 動 恐 慌 、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ の

移 民 禁 止 と と も に 、 政 府 は 東 西 両 方 向 に 対 す る 積 極 的 な 移 民 政 策 の 実 施 を 迫 ら れ た 。

・ 一 方 、 日 露 戦 争 後 増 加 し つ つ あ っ た 旧 植 民 地 誠 に 対 す る 移 民 政 策 と し て は 、 と く に 農 業

移 民 に つ い て は

↓

・ ま ず 樺 太 に お い て 明 治 三 元 年 （ 一 九 〇 六 年 ）

・ 台 湾 に お い て 四 二 年 よ り 官 営 農 業 移 民 事 業 が 開 始

（ た だ し 台 湾 は 大 正 六 年 失 敗 休 止 ）

・ 朝 鮮 に つ い て は 同 じ く 四 二 年 よ り 東 洋 拓 殖 （ 株 ） に よ る 大 規 模 な 農 業 経 営 と 日

本 農 業 移 民 の 招 致 援 助 が 開 始

・ 満 州 に つ い て は 大 正 三 年 よ り 満 鉄 に よ る 守 備 隊 満 期 営 長 者 の 設 定 を 基 点 と し 、

大 正 六 年 前 記 東 拓 の 満 州 進 出 、 大 正 一 一 年 に は 満 鉄 系 の 東 亜 勧 業 公 司 の 設 立 、

昭 和 四 年 満 鉄 出 資 に よ る 大 連 農 事 会 社 の 設 立 等 一 連 の 農 業 移 民 政 策 が 遂 行
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↓

し か し 満 州 農 業 移 民 政 策 が 本 格 化 す る の は 満 州 事 変 以 後 に 属 し 、 こ の と き 以 後 政

策 の 重 心 は 他 の 諸 地 域 に 比 べ て 圧 倒 的 な 位 置 を 確 保 す る こ と に な る 。

↑

そ の 傾 向 は ブ ラ ジ ル 移 民 法 の 改 正 （ 昭 和 九 年 ） に よ る 入 国 制 限 に よ っ て い っ そ う

拍 車 を か け ら れ る こ と に な る 。

↑

満 州 重 点 主 義 へ の 移 行

・ 移 民 の 形 態 的 特 質

・ 東 へ の 移 民

す な わ ち ハ ワ イ ・ ア メ リ カ 本 土 ・ メ キ シ コ ・ カ ナ ダ を へ て の ち ブ ラ ジ ル に 向 っ た

移 民 の 流 れ は 、 そ の 形 態 上 農 業 移 民 を 中 核 と し 、 漁 業 移 民 が こ れ に つ ぎ 、 そ の 他

は い た っ て 少 な く と く に ブ ラ ジ ル 移 民 に つ い て は そ の ほ と ん ど が 農 業 移 民

・ 旧 植 民 地 圏 に 対 す る 移 民

農 業 、 漁 業 移 民 は 少 な く 、 遂 に 公 務 員 ・ 工 業 ・ 交 通 業 労 働 者 ・ 商 業 従 事 者 が 圧 倒

的 な 割 合 を し め し 、 そ の 大 部 分 は 都 市 に 集 中 し て い た 。

・ 東 へ の 移 民 に お い て 農 業 移 民 が 中 核 を し め 、 そ の 他 の 業 種 へ の 転 換 が で き な か っ た 理 由

・ 移 民 の 資 力 の 貧 困 と 先 住 せ る 欧 米 人 に よ る 工 業 支 配 と 圧 迫 が 農 漁 業 以 外 へ の 日 本 移 民

の 進 出 を 阻 ん だ か ら で あ り 、 農 業 に お い て は な お 手 の 労 働 が そ の 主 要 な る 競 争 条 件 で

あ り 、 日 本 移 民 の 安 価 に し て 過 重 な る 労 働 が 移 住 国 で の 圧 迫 に も か か わ ら ず 、 相 対 的

に 生 活 水 準 の 高 い 欧 米 農 業 者 に 対 し 優 位 を 示 す こ と が で き た か ら で あ っ た 。

・ 一 方 、 旧 植 民 地 圏 へ の 移 民 に お い て 農 業 移 民 が 少 数 に 留 っ た の は ？

第 一

・ こ れ ら 地 域 へ の 移 民 は 国 家 権 力 と 資 本 を 背 景 と す る 帝 国 主 義 的 侵 略 ・ 支 配 と と

も に 付 随 し て 移 住 し た も の （ 移 民 よ り む し ろ 植 民 ）

・ 強 固 な 統 治 機 構 と 近 代 的 な 工 業 ・ 交 通 業 ・ 鉱 業 ・ 信 用 組 織 等 々 の 整 備 、 遂 行 が

一 定 の 教 育 と 生 活 水 準 を 前 提 と す る 点 か ら い っ て 日 本 移 民 は ま ず こ れ ら の 機 構

・ 産 業 部 面 に 吸 収 さ れ た か ら で あ っ た 。

・ 第 二

・ こ れ ら 機 構 と 資 本 に よ る 産 業 支 配 は 逆 に 土 着 民 族 産 業 を 圧 倒 し 、 そ の 衰 退 を 余

儀 な く せ し め 、 か れ ら 植 民 地 の 人 民 を 逆 に 農 業 に 固 定 せ し め る こ と と な り 、 か

れ ら の い っ そ う 劣 悪 な 生 活 水 準 と 労 働 条 件 の も つ 競 争 力 に 対 抗 す る こ と が 農 業

移 民 の 場 合 困 難 で あ っ た 事 情 に 起 因 す る 。

・ こ れ ら 農 業 移 民 は 国 家 の 軍 事 力 ・ 資 力 を 背 景 と す る 土 着 農 民 か ら の 土 地 取 り 上 げ こ

貝 収 の 援 助 と 、 土 着 民 を 小 作 人 と す る 地 主 的 土 地 所 有 の 構 築 （ 高 率 現 物 小 作 料 の 収

取 ＝ 内 地 寄 生 地 主 削 の 延 長 ） の 上 に は じ め て そ の 地 位 を 保 持 し て い た

・ 旧 植 民 地 農 業 移 民 政 策 が 困 難 に も か か わ ら ず 重 視 さ れ た の は ？

・ い う ま で も な く 土 地 支 配 と 定 着 に よ る 国 防 的 意 義 が 重 視 さ れ た か ら

・ た ん な る 過 剰 人 口 救 済 以 上 の 意 味 を も っ て い た か ら で あ る 。

・ 満 州 事 変 以 後 に お け る 農 業 移 民 政 策 の 遂 行 も ソ ヴ ィ エ ト に 対 抗 す る 「 北 満 の 護 り 」

と し て の 重 要 性 を も つ も の で あ っ た 。

・ し か し そ れ ら 農 業 移 民 が 手 厚 い 保 護 に も か か わ ら ず 、 決 し て 成 功 を み な か っ た の も
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土 着 農 民 の 抵 抗 と と も に 先 記 せ る 事 情 に 基 盤 を も っ て い た 。

・ 二 つ の 異 っ た 形 態 の 移 民 は 一 つ の 共 通 し た 特 徴

・ い ず れ も 半 封 建 的 な 日 本 資 本 主 義 の 矛 盾 そ れ 自 体 の 産 物 に ほ か な ら な か っ た

・ そ し て こ れ ら 移 民 の 大 半 は 地 主 的 土 地 所 有 お よ び そ れ と 結 合 し た 資 本 の 圧 力 に

よ っ て 土 地 を 放 棄 せ ざ る を え な か っ た 貧 農

・ 他 の 一 端 は 同 じ 原 因 に よ っ て 生 み 出 さ れ た 失 業 ・ 半 失 業 労 働 者 で あ っ た 。

↑

↑

↑

・ ブ ラ ジ ル 移 民 を え が い た 石 川 達 三 の 『 蒼 眠 』

（ 改 造 社 、 一 九 三 五 年 、〔『 石 川 達 三 作 品 集 』 新 潮 社 、 一 九 七 二 年 、 所 収 〕）

・ 満 州 移 民 を え が い た 和 田 伝 の 『 大 日 向 村 』

（ 朝 日 新 聞 社 、 一 九 三 九 年 、〔『 和 田 傅 全 集 』 第 四 巻 、 家 の 光 協 会 、 所 収 〕）

↑

日 本 農 村 の 否 定 的 側 面 こ そ が 移 民 の 起 動 動 機 を な す こ と を 明 確 に 示 し て い る 。

・「 土 地 は 狭 く 、 人 口 は 多 い 」 と い う 実 感 と ス ロ ー ガ ン の も と に 送 出 さ れ

↓

・ 結 局 に お い て 窮 乏 の 道 を 辿 っ た 移 民 の 流 れ は 、 逆 に そ れ ら を 生 み 出 し て い る 真

の 諸 矛 盾 の 解 決 を 抑 制 し 、 隠 蔽 し 、 地 主 的 土 地 所 有 を 温 存 す る と と も に 日 本 帝 国

主 義 そ の も の を 存 続 せ し め た 安 定 要 因 に ほ か な ら な か っ た 。 そ し て ま た 「 移 民 の

必 要 」 こ そ こ の 帝 国 主 義 的 進 出 を 合 理 化 す る 巨 大 な 基 盤 で あ っ た 。

↑

そ れ ゆ え 東 と 西 に お い て 相 異 た る か に み え る 移 民 形 態 ・ 政 策 も ま た 帝 国 主 義 政 策

の 一 環 を に な う 効 能 を も っ て い る 点 に お い て は 、 そ の 母 体 を 等 し く す る 双 生 児 に

他 な ら な か っ た 。

（ 注 土 地 の 狭 小 と 人 口 過 剰 に よ る 移 民 の 必 要 か ら 帝 国 主 義 的 進 出 を 合 理 化 す る

見 解 に 対 す る 最 初 の 明 確 な 駁 論 と し て 幸 徳 秋 水 『 帝 国 主 義 』（ 岩 波 書 店 、 一 九 〇

一 年 、 岩 波 文 庫 版 、 七 六 － 七 九 ペ ー ジ ） 参 照 。

・ 日 本 移 民 に つ い て み ら れ る い ま 一 つ の 共 通 の 特 徴 は そ の 数 的 貧 弱 性

こ れ ら の 諸 国 （ イ ギ リ ス ・ ア メ リ カ ・ イ タ リ ア － 報 告 者 ） が 移 民 に よ っ て 過 剰 人 口 を

救 済 し 解 決 し た の で な い が 、 わ が 国 の 数 的 な 劣 位 は 人 目 問 題 解 決 の 手 段 と し て 移 民 問

題 の 無 力 性 を い っ そ う よ く 明 示 し て い る 点 で 特 徴 的 で あ る 。

・ こ の 移 民 数 の 相 対 的 貧 弱 の 原 因

・ 第 一 に わ が 国 が お く れ て 資 本 主 義 化 の 道 を 歩 み は じ め 、 過 剰 人 口 の 流 出 が 問 題 視 さ

れ た こ ろ 、 す で に 資 本 主 義 が 帝 国 主 義 段 階 に 突 入 し 、 欧 州 移 民 た る イ タ リ ア 移 民 以 上

に 日 本 移 民 の 流 人 を 阻 止 し た

・ 第 二 に 旧 植 民 地 に 対 す る 進 出 そ れ 自 体 も 世 界 的 な 不 況 の 圧 力 に 加 速 さ れ た 植 民 地 の

窮 乏 ＝ 慢 性 的 過 剰 人 目 の 形 成 に よ っ て 、 遂 に 日 本 移 民 を 吸 収 す る 余 地 を 少 な く し た

・ 第 三 に 日 本 の 半 封 建 的 な 地 主 制 が 、 農 村 に お け る 階 層 分 化 と 農 民 の 土 地 か ら の 解 放

を 遂 に さ ま た げ 、 こ の こ と が 日 本 移 民 に 出 稼 的 な 形 態 を 与 え る と と も に 、 む し ろ 潜 在

的 過 剰 人 口 の 巨 大 な プ ー ル た る 役 割 を に な い う る 可 能 性 を 農 村 に 与 え た か ら で も あ っ

た （ も ち ろ ん 、 こ の こ と は 資 本 主 義 の 発 展 、 矛 盾 の 深 化 と と も に 変 化 し た が ）。

・ こ の よ う に 日 本 帝 国 主 義 の 生 み だ し た 移 民 必 要 の 論 理 は 、 ま た 自 ら の 力 に よ っ て 移 民 縮

小野経済学の特徴

・大衆小説家、小説家、人文学者の

直感力を借りて社会科学を論ずる
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小 の 論 理 を 形 成 せ し め る の で あ っ た 。

・ 第 二 次 夫 戦 後 に お い て 日 本 移 民 問 題 は い か に 変 化 を と げ た か 。

・ 敗 戦 は 旧 植 民 地 域 か ら の 三 百 数 十 万 に 上 る 引 揚 者 （ 軍 隊 を 除 く ） に よ り 、 七 八 年 間

に わ た る 西 へ の 移 民 を 一 挙 に 日 本 に お し か え し た 。

↓

西 へ の 窓 は 閉 ざ さ れ た 。

・ 現 在 の 移 民 を 特 徴 づ け る も の は 、 た ん に 移 民 数 の 減 少 に あ る の で は な い 。

現 在 の 移 民 を 特 徴 づ け る 第 一 の 特 質 は

・ ま ず 原 因 に お け る 変 化 で あ る 。

・ 結 論 的 に い っ て 、 現 在 の 移 民 原 因 が ア メ リ カ ヘ の 従 属 に よ っ て も た ら さ れ た

諸 矛 盾 を 基 礎 と し 、 そ の 影 響 を も っ と も 強 く う け る 階 層 が 移 民 す る と い う 点

・ 第 二 に そ の 移 民 に つ い て 直 接 ・ 間 接 的 な ア メ リ カ の 援 助 が 行 わ れ て い る 点

↓

ア メ リ カ の 指 導 と 援 助 を も っ と も 端 約 に 物 語 る も の は 沖 縄 の 場 合 で あ ろ う 。

・ 従 来 沖 縄 は 代 表 的 な 移 民 県 で あ っ た 。

・ 戦 後 ア メ リ カ に よ る 支 配 と 軍 事 基 地 化 は 沖 縄 の 多 数 の 人 々 の 土 地 を 奪 い 、 悲

惨 な 状 態 に 陥 っ て い る

・ ア メ リ カ は こ の 点 に つ い て 特 別 の 移 民 援 助 を 行 っ て い る 。

↓

・ ア メ リ カ は 沖 縄 問 題 が し だ い に 日 本 国 内 の 世 論 の 対 象 と な り は じ め た 昭 和 二 九

年 、 渡 航 費 お よ び 営 農 資 金 を 貸 付 け る 移 民 金 融 金 庫 を 沖 縄 に 設 置 せ し め 、 こ れ に

対 し て 一 六 万 ド ル の 出 資 を 行 い

・ さ ら に そ の 送 出 先 国 た る ボ リ ビ ア に 対 し 後 進 国 開 発 援 助 計 画 に 基 づ く 経 済 援 助

費 四 〇 〇 万 ド ル の 一 部 を さ い て 沖 縄 移 民 の 入 植 に あ て し め て い る 。

↑

ま さ に こ の 場 合 、 沖 縄 移 民 は ポ イ ン ト ・ フ ォ ア の 一 環 を に な う も の と し て ア メ リ

カ の 後 進 国 支 配 に 奉 仕 す る も の と な っ て い る の で あ る 。

・ こ の よ う に 戦 後 に お け る 日 本 の 移 民 問 題 は 、 か つ て 日 本 帝 国 主 義 政 策 の 一 環 と

し て の 地 位 か ら 、 そ の 主 人 を か え て 登 場 し て い る の で あ る 。 そ れ は ア メ リ カ 従 属

軍 事 体 制 ＝ ア メ リ カ 帝 国 主 義 の 一 翼 と し て の 役 割 を い ま 、 担 っ て い る の で あ る 。

む す び

「 人 口 は 多 く 、 土 地 は 少 な い ！ 」 た し か に 日 本 人 は 、 小 学 校 以 来 教 え こ ま れ た こ の テ ー ゼ

を 実 感 を も っ て う け と る こ と に 慣 れ て い る 。

し か し こ の テ ー ゼ は 真 実 で あ ろ う か 。

一 般 に 古 く か ら そ し て 今 な お 貧 困 の 、 ま た 移 民 原 因 の 中 心 に お か れ て い る こ の 常

識 は 、 残 念 な こ と に 真 実 で は な い 。

「 人 口 が 多 く 、 土 地 が 少 な い 」 と い う こ と は 、 こ の 場 合 む し ろ 失 業 者 ・ 半 失 業 者 が 多 く 、

小野の論点の要約

つまり、戦後のアメリカによる沖縄移民政策とは、カネをや

るから住民に沖縄から出て行ってくれ、という政策だった。
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し か も 土 地 の 拡 張 と 改 良 が 放 棄 さ れ て い る と い う こ と に ほ か な ら な い 。

↓

・ 土 地 の 拡 張 と 改 良 を 放 棄 し 、 さ ら に い っ そ う 現 耕 地 の 荒 廃 と 縮 小 を も た ら し 、 同 時 に 相

対 的 過 剰 人 口 を 生 み 出 す も の は な に か 。

・ 一 つ の 絶 対 的 な 「 土 地 」 あ る い は 「 人 口 」 の 量 で は な く 、 む し ろ 従 属 化 と 軍 事 化 を た

ど る 日 本 資 本 主 義 の 機 構 そ の も の で あ る こ と は 明 ら か で あ ろ う 。

「 そ し て 移 民 対 策 は 、 ま さ に 自 己 を 生 み 出 し た そ の 機 構 を 維 持 し 、 温 存 す る 一 手 段 に 他 な

ら ず 、 決 し て 移 民 そ れ 自 体 を 窮 乏 か ら 救 済 す る 手 段 で も 、 ま た 母 国 人 民 の 貧 困 と 人 目 過 剰

を 救 済 す る 手 段 で も あ り え な い 。 悲 劇 を も っ て 蔽 わ れ た 日 本 移 民 史 は 、 こ の こ と を 明 示 し

て い る 。 そ れ ゆ え 移 民 問 題 の 真 の 解 決 は 、 人 口 問 題 の 解 決 と 同 じ く 、 た ん に 産 児 制 限 や 移

民 政 策 の 遂 行 、 あ る い は そ の 改 善 の 中 に あ る の で は な い こ と も ま た 明 ら か で あ る 」（ 一 六

ペ ー ジ ）

小 野 一 一 郎 研 究 を 発 展 さ せ る 研 究 と は ？

歴 史 分 析

・ 公 文 書 ・ 外 交 文 書 の 綿 密 な 調 査

・ 当 時 の 新 聞 、 雑 誌 な ど の 調 査

・ 当 時 の 流 行 、 風 俗 の 調 査

・ 当 時 出 版 さ れ た 文 芸 小 説 ・ 大 衆 小 説 の 検 証

↓

・ た だ し 、 文 学 部 の よ う に 作 品 そ の も の の 評 論 で は な く 、 こ の 作 品 群 が 時 代 の 産 物

で あ る 、 と の 認 識 に 立 っ て 検 証 す る 。

１ ． 著 者 の 思 想 の 時 代 的 背 景 → 体 制 派 だ ろ う と 反 体 制 派 だ ろ う と 時 代 の 子 で あ る 。

２ ． 作 品 に 出 て く る 歴 史 的 事 件 と の 関 わ り 合 い

↓

そ の 時 代 背 景 か ら 当 時 の 庶 民 感 情 （ 不 安 、 歓 喜 の 状 況 な ど ） を 浮 き 彫 り に で き る 。

３ ． 作 品 に 出 て く る 風 習 、 風 俗 に 焦 点 を 当 て る

↓

小野移民論の論点
・戦前の特に旧植民地圏の日本移民政策は、フロンテ
ィア・スピリットではなく戦後処理政策であった。
・それは、平和時の軍事戦略である。また、今日的な
言葉で言えば ＰＭＣ（民間軍事会社）要員的なもの
も含まれていたといえる。
・日本移民政策は常に白人優位主義によって、振り回
されていた。
・戦後の沖縄移民は、アメリカ帝国主義戦略の一環で
ある。
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当 時 の 生 活 様 式 か ら 当 時 の 庶 民 行 動 が わ か る と と も に 、 今 日 で は 想 像 で き な い 対 外 的 な

対 立 点 も 浮 き 彫 り に な る 。

今 後 の 発 表 予 定 （ 時 間 が あ れ ば 以 下 の う ち の い ず れ か を 発 表 ）

・ 小 野 一 一 郎 「 日 本 帝 国 主 義 と 移 民 論 － 日 露 戦 後 の 移 民 論 － 」

・ ド ナ ル ド ・ ウ ィ ン チ 『 古 典 派 政 治 経 済 学 と 植 民 地 』

・ Ｅ ・ Ｇ ウ ェ イ ク フ ィ ー ル ド 『 資 本 主 義 と 近 世 植 民 地 』

世界に誇る京都大学のＪ．Ｓミルとマルクス研究

Ｊ．Ｓミルとマルクスの対比をウィリアム・トムソンを仲介に研究
（「経済理論」研究）

↓
杉原四郎

Ｊ．Ｓミルとマルクスの対比をＥ・Ｇウェイクフィールドを仲介に研究
（「世界経済論」研究）

↓
本山美彦


